
（提言参考資料） 

JAPIC 森林再生事業化委員会 

森林バイオマス分科会 

森林森林森林森林バイオマスバイオマスバイオマスバイオマス発電発電発電発電コストコストコストコストのののの試算試算試算試算についてについてについてについて 

 

１．過去の発電コスト試算の見直し 

   森林バイオマス分科会においては、まず、過去に試算された木質バイオマス発電コストの検証を実

施することとし、FIT 価格を算定した調達価格等算定委員会、および同委員会での事業者ヒアリング

データの原典となっているコスト等検証委員会の報告内容を検討した。 

①コスト等検証委員会報告書（平成 23 年 12 月 19 日） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（出典）http://www.npu.go.jp/policy/policy09/pdf/20111221/hokoku_sankou1.pdf 
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②調達価格等算定委員会（第４回）（平成 24 年 4 月 3 日）事業者ヒアリング資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 上表の左側（モデルプラント）が①のコスト等検証委員会報告書の数字、右側（未利用木質バイオ

マス）が②の委員会ヒアリングにて事業者が適正とした数字である。 

 上記数字の算出前提をコスト等検証委員会のフォーマットに整理すると、下記のとおりとなる。 

 ①コスト等検証委 ②調達価格等算定委 備 考 

出力 5,000ｋW 5,700ｋW  

設備利用率 80％ 93％  

稼働年数 30 年 30 年  
資
本
費 

建設費 40 万円/kW 41 万円/kW  

廃棄費用 建設費の 5％ 建設費の 5％  
運 転
維 持
費 

人件費 0.7 億円 0.6 億円  

修繕費 4.4％/年 4.0％/年  

 

燃

料

費 

価格 12,000 円/t 17,000 円/t  

発熱量 15.0MJ/kg 15.0MJ/kg  

熱効率 20％ 26％ 発電端 LHV 

所内率 13％ 16％ 発電端発電量に対する自家使用率 

諸経費 600 円/t 750 円/t  

発電コスト 24.9 円/kWh 25.4 円/kWh 
注)事業者利益(IRR8%)を上乗せして 

買取価格（32 円/kWh）を決定 

 森林バイオマス分科会においては、まず、燃料価格について検討したが、調達価格等算定委の価

格（17,000 円/絶乾 t）は、現在国内で流通している製紙用丸太切削チップ価格より若干安価なレベル

であり、ほぼ妥当との結論に達した。 

一方、建設費、人件費、発熱量（燃料中の水分に依存）、熱効率等、発電設備の建設、運用にか

かわる数字については、妥当ではない、との意見が多かったため、実際にバイオマス発電事業を行

っている会員にアンケートを取り、JAPIC としての試算前提数値をとりまとめ、発電コスト試算を行うこ

ととした。 

 

③ＪＡＰＩＣによる試算 

会員アンケートの結果をコスト等検証委員会のフォーマットに整理し、FIT 価格を算定した調達価格

等算定委員会の数値と比較すると、下表のようになる。 

（｢③ＪＡＰＩＣ試算欄｣に記入された数字がアンケートの結果（複数の事業者の平均値）） 

 
（出典）http://www.meti.go.jp/committee/chotatsu_kakaku/pdf/004_05_00.pdf 

 



 ②調達価格等算定委 ③ＪＡＰＩＣ試算 備 考 

出力 5,700ｋW －  

設備利用率 93％ 85％  

稼働年数 30 年 30 年  
資
本
費 

建設費 41 万円/kW 48.6 万円/kW  

廃棄費用 建設費の 5％ （同左）  
運 転
維 持
費 

人件費 0.6 億円 0.9 億円  

修繕費 4.0％/年 5.2％/年  

 

燃

料

費 

価格 17,000 円/t （11,900 円/t） ウエットベースに換算(×70%) 

発熱量 15.0MJ/kg 12.7MJ/kg ＪＡＰＩＣ試算はウェットベース 

熱効率 26％ 19.1％ ＪＡＰＩＣ試算はウェットベース 

所内率 16％ 14.1％  

諸経費 750 円/t （同左）  

なお、会員からは、燃料発熱量、熱効率がウェットベースで報告されたため、燃料水分を 30％として

燃料価格を調達価格等算定委の数値(ドライベースと想定)からウエットベースに換算した。 

上記の試算前提より発電コストを計算したのが下表である。計算にはコスト等検証委員会報告書サ

イト※よりダウンロードしたエクセルファイルを用いた。 
※ http://www.npu.go.jp/policy/policy09/pdf/20120210/free_shisan_sheet101.xls 

 ②調達価格等算定委 ③ＪＡＰＩＣ試算 備 考 

資本費 2.1 円/kWh 3.7 円/kWh  

運転維持費 3.9 円/kWh 7.3 円/kWh  

燃料費 19.4 円/kWh 18.3 円/kWh  

発電コスト(合計) 25.4 円/kWh 29.3 円/kWh  

上記の JAPIC 試算結果では、資本費および運転維持費がＦＩＴ試算前提より高いことが明らかとなっ

た。さらに、分科会においては、次のような意見が出された。 

  会員の保有する発電設備は、建築廃材も燃料とする大型（10,000kW 級以上）のものであり、

森林バイオマス専焼を想定した 5,000kW 級設備の建設単価はさらに高いのではないか。 

  森林バイオマスは建築廃材よりも水分が高く、発電効率が落ちるため、JAPIC 試算並みの

湿量基準含水率３０％とするためには燃料乾燥工程が必要ではないか。 

  委員会にて報告された建設費 40 万円/kW とは、機械設備のみの単価であり、土地取得、

整地、送電線コスト等が含まれていないのではないか。 

 

④木質バイオマス専焼発電設備（5,000kW 級）の建設コスト概算見積 

    ここまでの議論で建設コストに課題が多いことが明らかになってきたため、分科会では森林バイオ

マス専焼発電設備（5,000kW 級）の建設コスト概算見積を実施した。 

    会員各社からのヒアリング等により積み上げた見積結果は以下の通りである。 

項目 金額 備 考 

発電設備本体 25 億円 本体基礎土建、電気設備を含む 

土地 2 億円 取得(12,000 ㎡)、造成(1 万円/㎡)、水利(井戸掘削) 

燃料乾燥設備 2 億円 建屋、送風機、コンベア、熱交換器 

送電線 1 億円 最寄りの送電線まで 1km と想定 

 以上より、JAPIC分科会としては、森林バイオマス専焼発電設備（5,000kW 級）の建設コストとしては、

30 億円程度が妥当であると考える。 

以上 



（提言補足資料） 

JAPIC 森林再生事業化委員会 

 

森林森林森林森林バイオマスバイオマスバイオマスバイオマス発電発電発電発電のののの初期支援措置初期支援措置初期支援措置初期支援措置（（（（案案案案）））） 

 

JAPIC 森林再生事業化委員会森林バイオマス分科会において検証を行ったコスト見積を

基に、森林バイオマス発電初期支援措置について、以下のように考えます。 

 

 

JAPIC 森林再生事業化委員会による 2020 年国産材利用率目標：50％ 

 

 

森林バイオマスエネルギー年間利用量目標：450 万ｍ3 

 

 

当面（3 年後）の年間利用量目標：250 万ｍ3 

 

 

森林バイオマス専焼発電設備（5,000kW 級）による利用量目標：120 万ｍ3 

（他は、既存木質バイオマス発電設備、石炭火力における混燃、熱利用） 

 

 

当面（3 年間）の発電設備設置目標：４基／年 

（１基当たり年間バイオマス利用量約 10 万ｍ3） 

 

 

当面（3 年間）の支援措置額：40 億円／年 

（１基当たり建設費 30 億円×4 基×補助率 1/3） 

 

 

以上 


